大阪大学フォトニクスセンター実験室利用の規約
（別紙：フォトニクスセンターフロア図、機器リスト）
1.　利用目的

実験室の利用は、フォトニクスに関連した起業、またはフォトニクスに関連した製品化を目的とした研究・開発・試作に限られる。
2.　実験室の構成
実験室には用途により以下の実験室がある。
光学系実験室（窓が無く、光が入らない様に設計されている）
201, 205, 217, 221, 301, 305, 321, 401-2, 401-1, 407, 421-2, 421-1, 513, 517
ウエット・一般実験室（水道設備が充実している）
209, 309, 313, 319, 409, 413, 419-1, 419-2, 507, 521
P2棟の実験室 （近い将来光学実験室、一般実験室に分類？）
P2-139, P2-121, P2-332, P2-211, P2-212
実験室には以下のクリーンルーム(クラス10000)がある。
209（ウエット）, 217（光学）, 221（光学）, 517（光学）, P2-121, P2-332
3.　実験室の利用
実験室は、研究・開発・試作状況により、以下の様に利用するものとする。
3.1 研究開発者専用利用実験室

年度毎に利用申請し許可を受けたものが専用利用する。
3.2 フォトニクスキャナリー
フォトニクスセンターのメンバー研究室、PARCプロジェクト協働企業、フォトニクスセンタービル入居企業、パートナー企業によるフォトニクスに関連した起業・製品化を目的とした研究・開発にのみ利用できる。利用には以下に定める申請を必要とする。
205, 309, 517, P2-211, P2-212（2012年9月現在）※詳細は装置リストを参照
· キャナリーの装置を利用する際には技術職員のサポートを受ける事ができる※。ただし、フォトニクスキャナリー内にも共用で利用できない装置が含まれる場合がある。また、キャナリー外に共用で使用できる装置がある場合がある※
· 装置利用の際には毎回必ずフォトニクスセンタービルホームページよりWEB予約を行うこと※。
· キャナリーを最後に退室する者は必ずカードキーにて施錠を行うこと。但し、通常機械警備はかけないものとする。P2-211, P2-212　については技術職員が施開錠を行う以外は常に解放しておく事。
4. 利用資格
フォトニクスセンターのメンバー研究室、PARCプロジェクト協働企業、フォトニクスセンタービル入居企業、パートナー企業は1の利用目的でのみ利用することができる。
5. 利用申請
・フォトニクスキャナリーの利用
キャナリーを利用するには「共用装置利用申請書（HPよりダウンロード）」をフォトニクスセンター事務室へ提出し、施設管理委員会で承認される必要がある。承認後、技術職員による安全講習・装置講習受講後に、利用する部屋のカードキーを発行または権限の付与をし、キャナリーの利用を開始できる。利用者は安全講習・装置講習の内容を順守すること。[image: image1.png]] ] . %UFF!F;E#“
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6. 利用時間

利用時間は9:00-17:00までとする。
7. トラブル・不具合
トラブル・不具合が発生した場合にはただちにフォトニクスセンター事務室または担当の技術職員に報告すること。
利用者が故意、または重大な過失によって実験室または共用装置の機能損失を招いた場合には施設管理委員会の協議により、利用者の所属するグループ全体の一定期間利用禁止などの罰則を科す場合がある。
8. その他注意事項
各実験室における装置搬入・内装工事等の際には必ず事前にフォトニクスセンター事務室へ相談すること。
